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１．要 約 

「まちづくり円卓会議」は、平成 24 年度の新規事業として地域連携促進事業の中で開始、以降

重点事業として継続実施してきました。 

平成 24 年度から平成 25 年度にかけて、テーマを「障がいのある人もない人も分けない居場所

づくり」として開催し、農福連携の居場所づくりの活動を実施したり、会議メンバーを中心に、

自主的に活動するグループ（ノーマライゼーション西東京の会）の誕生にも繫がりました。 

平成 26 年度、平成 27 年度には、2 つ目のテーマとして「子どもの声に向き合うために～今私

たちにできること～」を取り上げ、会議メンバーが関わっている「放課後＠カフェ」を後押しし、

会議メンバーを中心とした自主的に活動するグループ形成（西東京子ども放課後カフェ）に繋が

り、現在は「放課後＠カフェ」は市内 3カ所まで広がっています。 

平成 28 年度には、公民館の生涯教育とゆめこらぼの市民活動支援を連携し、相互に循環・協働

する動きにつなげる試みとして、初めて公民館の連続講座と連携・共催で「まちづくり円卓会議」

を開催しました。柳沢公民館の「いきいき超高齢社会チャレンジ講座」全 7 回の講座の 6 回目に

まちづくり円卓会議１回目を行いました。2 回目のまちづくり円卓会議では「70 歳からの地域デ

ビューについて考える」とテーマを絞り、より具体的な提案をもとに話合いを実施し、具体的な

方向性について会議メンバーだけでなく参観者とともに合意することができました。 

平成 29 年度は、昨年度から継続し、70 歳代からの地域デビューをテーマに、柳沢公民館と連

携・共催でまちづくり円卓会議を実施しました。会場の参観者との意見交換や地域デビューに関

するアンケートなど多様な意見を反映した話し合いを進めることができました。そして、まちづ

くり円卓会議での話し合いを公民館講座に繋げ、新たな地域活動の担い手として繋がる方向性の

試みをスタートさせることができました。 

 

２．平成 29年度のまちづくり円卓会議 

 

2.1 開催状況 

Ⅰ 第 1回まちづくり円卓会議 

(1)日時・場所：平成 29 年 6月 10 日(土)  柳沢公民館 視聴覚室 

(2)参加者：ファシリテーター：熊田博喜（武蔵野大学人間科学部社会福祉学科 教授） 

会議メンバー 6 人（以下のとおり） 

板 書：対話ラボ 2 人 

参観者：22 人 

(3)会議メンバー：靑山早岐（柳沢公民館講座受講生：柳沢公民館保育付きママサークル所

属）、有馬将由（柳沢公民館講座受講生：NPO 法人終活支援センター）、町

田栄一郎（柳沢公民館講座受講生：三幸自動車株式会社）、妻屋良男（西

東京市社会福祉協議会）、中村眞弓（西東京市西原町地域包括支援センタ

ー）、横山桂樹（西東京市健康福祉部高齢者支援課） 
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(4)概要：昨年度のまちづくり円卓会議を継続した話し合いを行った。「地域デビュー」につい

て考えている当事者市民や初めてまちづくり円卓会議に参加する参観者とともにま

ちづくり円卓会議を始めた。まず「地域デビュー」の定義について意見交換を行い

共有し、次にどのような人が地域デビューできていないのか、なぜできないのか、

どうしたらできるのかについて話し合った。参観者と意見交換した内容を反映した

話し合いが進められた。 

 

Ⅱ 第 2回まちづくり円卓会議に向けての事前会議 

(1)日時・場所：平成 29年 6月 27 日（火） ゆめこらぼ サロンコーナ  

(2)参加者：ファシリテーター：熊田博喜（武蔵野大学人間科学部社会福祉学科 教授） 

会議メンバー 5 人（靑山早紀、有馬将由、町田栄一郎、妻屋良男、横山桂樹） 

(3)概要：第 1回目に実施したまちづくり円卓会議のアンケート結果を受けて、次回の円卓会

議のコンセプトや進行方法についての打ち合わせを行った。 

 

Ⅲ 第 2回まちづくり円卓会議 

(1)日時・場所：平成 29 年 7月 1日（土）柳沢公民館 視聴覚室 

(2)参加者：ファシリテーター：熊田博喜（武蔵野大学人間科学部社会福祉学科 教授） 

会議メンバー 6 人（靑山早岐、有馬将由、町田栄一郎、妻屋良男、中村眞弓、横

山桂樹） 

板 書：対話ラボ 2 人 

参観者：23 人 

(3)概 要：地域デビューに関するアンケート結果をもとに、地域デビューの場や地域デビュ

ーのきっかけについての内容を共有した。地域デビューできない人については、知

り合いがいない系、情報がない系、仕事をしている系の３つのパターンに分けて意

見交換を行った。グループごとに話し合った多様な意見を共有したうえで、どのよ

うに公民館講座に繋げていくかについて次回話し合っていくこととなった。 

 

ⅳ 第 3回まちづくり円卓会議に向けての事前会議 

(1)日時・場所：平成 29年 7月 12 日（水） ゆめこらぼ サロンコーナ  

(2)参加者：ファシリテーター：熊田博喜（武蔵野大学人間科学部社会福祉学科 教授） 

会議メンバー 5 人（靑山早岐、有馬将由、町田栄一郎、妻屋良男、横山桂樹）） 

 (3)概要：第 2回目のまちづくり円卓会議でのグループで行われた意見交換の内容を共有し、 

次回の円卓会議の進め方を話し合った。また、今後実施する公民館のまちづくり講 

座と部活「地域デビューわっはっは」及びまちづくり円卓会議メンバーが緩やかに 

繋がり、可能なことに関わっていくことを共有した。 

 

ⅴ 第 3回まちづくり円卓会議 

(1)日時・場所：平成 29 年 7月 15 日（土）  柳沢公民館 視聴覚室 
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(2)参加者：ファシリテーター：熊田博喜（武蔵野大学人間科学部社会福祉学科 教授） 

会議メンバー 6 人（靑山早岐、有馬将由、町田栄一郎、妻屋良男、中村眞弓、横

山桂樹） 

板 書：対話ラボ 2 人 

参観者：18 人 

(3)概 要：部活「地域デビューわっはっは」で話し合ってきた地域デビューの意味や目的、 

対象者について再確認し、これまでの話し合いから「地域デビュー」に繋がる重要

なポイント３つについて話し合いを進めた。地域デビューの意味・目的を明確にす

ること、ハードルを低くすること、情報提供について意見交換を行い、話し合った

結果は公民館のまちづくり講座の企画に活用されることとなった。「企画段階から

関りたい」、「講座に参加したい」、「講座を活用したい」など積極的な意見あ

り、具体的に地域の担い手づくりに繋がった。 

 

2.2 まちづくり円卓会議の様子 

 

6 月 10 日 
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7 月 15 日 
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2.3 議論の記録（成果と課題） 

 

成 果 

・まちづくり円卓会議 部活「地域デビューわっはっは」は、毎回新たな参観者があり、多世代

で話し合いを行えた。また、「地域デビュー」について考えている 40代～70 代の男性数名の参

観者があった。 

・地域デビューに関するアンケートデータをもとに、地域デビューのきっかけや地域デビューの

場についてや地域デビューできない人についてなどの意見交換ができた。 

・まちづくり円卓会議メンバーや参観者とともに、地域デビューの意味や目的を明確にすること

ができた。 

・地域デビューにはハードルの低さが必要なこと、情報提供に工夫が必要なことなどのポイント

が明確になった。 

・まちづくり円卓会議での話し合いを活かした公民館のまちづくり講座を進めていくことになり、

企画段階から積極的に関われるように市民意識を向上することができた。 

・参観者は、今後企画される公民館講座を通して繋がる地域活動の担い手となった。 

・ゆめこらぼと柳沢公民館が連携し、新たな地域活動の担い手として繋がれる試みをスタートさ

せることができた。 

 

 

課 題 （積み残した課題） 

・地域デビューに関心のある市民は存在するものの、直面した課題を明確にしきれなかった。 

・多様な意見をふまえて、話し合いを進めていくには、これまで話し合ったことについての合意

が必要だが、話し合いの時間が不足気味になり、予定どおりには話し合いが進められなかった。 

・柳沢公民館の企画する講座に関われるようにするものの、部活「地域デビューわっはっは」と

まちづくり円卓会議メンバーの関係に曖昧さが残った。 

・3回の会議の中で、課題解決の具体策を明確にすること。 

 

 

2.4 アンケート 

 

６月 10 日参観者 22 人中 15 人回収（自由記述 抜粋） 

・西東京市地域サポートの方から、色々活動を教えていただき、とても勉強になりました。 

・ハードルの低い地域活動を知ることができて良かった。初めての参加でしたが、他の方とお話

しもできてよい時間を過ごしました。 

・今日のこの講座がまさに地域デビューと言う 70歳代の方や、定年後に地域で活動したいという

50 歳代の方も来ていて西東京の底力を感じました。今後地域デビューする方が増えてシニア世代

が元気に活躍する明るい町になったら良いなと思います。 
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７月１日参観者 23 人中 18 人回収（自由記述 抜粋） 

・カテゴリー別に〇〇の人は「〇〇」したらよいのではないか、ということを具体的に話し合え

てよかったです。 

・この会議で、地域デビューと言っても、いきなり、サークルやボランティアに参加すると言う

ことでもなく、小さなご近所の付き合いからはじめるのも１つの方法かなと思いました。 

・「王道だけでなく邪道もあって良い」…重要な視点だと思いました。放っておいても参加する

人とそうでない人のギャップを埋めるヒントの１つかも。 

・「やめる自由、参加しない自由の担保」→住まいはカンタンに変えられないので、この保障は

大事だと思いました。 

 

７月１５日参観者 18 人中 16 人回収（自由記述 抜粋） 

・地域デビューを誘う方の人になるか、デビューする人になるかによって関わり方が違うと思う

のですが、さて、自分はどっちの人になるのかな？と考えています。 

・地域デビューの必要性を考え直した。後期高齢者真っただ中にいる自分が 3年後、5年後 10 年

後、一人になった時、不安を抱えず孤立せず健康な体と精神でいられると思った。 

・伝えていくこと、自分にできることをしていくこと、一人ではなく皆で協力してやっていくこ

と、改めて大事だと感じました。 

・円卓会議というあり方は興味深く思えました。これまで知人ではなかった同志が顔を見える場

で集まれました。この様な活動や、その広報面、施設面に市の比重が増すよう心から願っていま

す。 

 

３．その他 

 

◆まちづくり円卓会議 メンバー紹介 

ファシリテーター               グラフィックファシリテーション 
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会議メンバー 

 

 

 

 

 

  

          

                          

          

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

◆資 料 

7 月 1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

7 月 15 日 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


